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レディーミクストコンクリート単位水量測定要領（案）の 

適用にあたって 

 

 

適用にあたって 

・実施時期については、地整においてレディーミクストコンクリートの品質確保の重要性を踏ま

え、早急に準備を整え、通知等により実施することとする。 

・計測機器については特定しないものとする。したがって現場における適用性の確認など個別事

項は地整で課題・問題について把握し、実施することとする。 

・機種は特定していないことから、機器特性を勘案して適正にキャリブレーションされた機器を

使用することとする。 

・地整の種々の理由により本要領より厳しい管理を実施している地整では、本要領に示した管理

基準値によるところではない。 
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レディーミクストコンクリート単位水量測定要領（案） 

 

 

１．適用範囲 

本要領は、レディーミクストコンクリートの単位水量測定について、測定方法および管理基準

値等を規定するものである。 

なお、水中コンクリート、転圧コンクリート等の特殊なコンクリートを除き、１日当たりコン

クリート種別ごとの使用量が 100m3 以上施工するコンクリート工を対象とする。 

 

２．測定機器 

レディーミクストコンクリートの単位水量測定機器については、エアメータ法かこれと同程度、

あるいは、それ以上の精度を有する測定機器を使用することとし、施工計画書に記載させるとと

もに、事前に機器諸元表、単位水量算定方法を監督職員に提出するものとする。また、使用する

機器はキャリブレーションされた機器を使用することとする。 
 

３．品質の管理 

受注者は、施工現場において、打込み直前のレディーミクストコンクリートの単位水量を本要

領に基づき測定しなければならない。 

 

４．単位水量の管理基準 

測定したレディーミクストコンクリートの単位水量の管理値は、「レディーミクストコンクリ

ートの品質確保について」の運用について（平成 15 年 10 月 2 日付け国コ企第３号）によるもの

とする。 

 

５．単位水量の管理記録 

受注者は、測定結果をその都度記録（プリント出力機能がある測定機器を使用した場合は、プ

リント出力）・保管するとともに、測定状況写真を撮影・保管し、監督職員等の請求があった場合

は遅滞なく提示するとともに、検査時に提出しなければならない。また、１日のコンクリート打

設量は単位水量の管理シートに記載するものとする。 

 

６．測定頻度 

単位水量の測定頻度は、（１）および（２）による。 

（１）２回／日（午前１回、午後１回）、または、重要構造物では重要度に応じて１００～１５

０ｍ3に１回 

（２）荷卸し時に品質の変化が認められたとき。 

なお、重要構造物とは、高さが 5m以上の鉄筋コンクリート擁壁（ただし、プレキャスト製品は

除く。）、内空断面が 25m2 以上の鉄筋コンクリートカルバート類、橋梁上・下部（ただし PC は除

く。）、トンネル及び高さが 3m以上の堰・水門・樋門とする。 
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７．管理基準値・測定結果と対応 

（１）管理基準値 

現場で測定した単位水量の管理基準値は次のとおりとして扱うものとする。 

区分 単位水量（kg/m3） 

管理値 配合設計±15kg/m3 

指示値 配合設計±20kg/m3 

注）示方配合の単位水量の上限値は、粗骨材の最大寸法が 20～25mm の場合は 175kg/m3、40mm

の場合は 165kg/m3を基本とする。 

 

（２）測定結果と対応 

ａ 管理値内の場合 

測定した単位水量が管理値内の場合は、そのまま打設して良い。 

ｂ 管理値を超え、指示値内の場合 

測定した単位水量が管理値を超え指示値内の場合は、そのまま施工してよいが、受注者は、

水量変動の原因を調査し、生コン製造者に改善の指示をしなければならない。 

その後、管理値内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行うこととす

る。 

なお、「管理値内に安定するまで」とは、２回連続して管理値内の値を観測することをいう。 

ｃ 指示値を超える場合 

測定した単位水量が指示値を超える場合は、その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとともに、

受注者は、水量変動の原因を調査し、生コン製造者に改善を指示しなければならない。 

その後、単位水量が管理値内になるまで全運搬車の測定を行う。 

 

なお、管理値または指示値を超える場合は１回に限り試験を実施することができる。再試験を

実施した場合は２回の測定結果のうち、配合設計との差の絶対値の小さいほうの値で評価して良

い。 
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レディーミクストコンクリートの単位水量測定の管理フロー図 

指示値超 

管理値内 

合格 
（→打設） 

原因を調査し、 
改善を指示（→打設） 

不合格 
（→持ち帰り） 

測定結果 
の判定 

単位水量の測定 

荷卸地点の 
レディーミクストコンクリート 

試料採取 

管理値内 

＝配合設計±15kg/m3以下の 

範囲にある場合 

管理値を超え、指示値内 

＝配合設計±15kg/m3 

を超え、±20kg/m3以下 

の範囲にある場合 

指示値超 

＝配合設計±20kg/m3 

を超える場合 

管理値内に安定するまで測定 管理値内に安定するまで測定 

再試験実施の判断 

管理値内 

管理値超 
指示値以下 

指示値超 

再試験実施の判断 

無 無 
単位水量の測定 

測定結果の判定 

実施 実施 

管理値超 
指示値以下 

２回の測定値のうち、絶対値の 

小さいほうの値で判定 
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レディーミクストコンクリートの

単位水量測定の管理図（kg/m3）
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配合設計の単位水量

現
場
で
測
定
し
た
単
位
水
量

配合設計値

管理値

指示値

打設不可能範囲

原因を調査し、
改善の指示

（打設可能範囲）

打設可能範囲

打設可能範囲

打設不可能範囲

原因を調査し、
改善の指示

（打設可能範囲）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）単位水量の上限値が 175kg/m3の場合（粗骨材最大寸法が 20～25mm） 
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参
考

資
料

 

 

各
種
測
定
方
法
の
概
要
（
１
/４

）
 
 
推
定
精
度
が
±
10
kg
/m
3
以
下
で
測
定
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
測
定
方
法
を
掲
載
（
20
03
.7

現
在
）
 

名
称
 

エ
ア
メ
ー
タ
法
（
土
研
法
）
 

エ
ア
メ
ー
タ
法
 

生
コ
ン
の
単
位
水
量
計
「
Ｗ
－
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
」
 

水
中
質
量
法
 

測
定

原
理
 

 単
位
水
量
が
増
加
す
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
単
位
容
積
質
量
が
小
さ
く
な
る
。
こ
の
性
質

を
利
用
し
、
単
位
容
積
質
量
の
違
い
か
ら
単
位
水
量
を
推
定
す
る
。
 

 生
コ
ン
が
計
画
し
た
調
合
通
り
で
あ
る
か
を
、
単
位
容
積
質
量
と
空
気
量
の
関
係
か
ら
求

め
る
も
の
で
あ
る
。
空
気
量
の
測
定
値
が
理
論
値
と
異
な
る
場
合
に
は
、
細
骨
材
質
量
の

計
量
値
に
は
骨
材
以
外
に
水
量
が
含
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
水
量
か
ら
単
位
水
量
と

水
セ
メ
ン
ト
比
を
算
出
す
る
。
 

 コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
気
中
（
空
中
）
質
量
と
、
水
中
質
量
お
よ
び
材
料
の
密
度
か
ら
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
体
積
を
求
め
、
単
位
水
量
を
測
定
す
る
。
 

特
徴
 

 長
所
：
空
気
量
測
定
時
に
質
量
を
測
定
す
る
だ
け
で
単
位
水
量
が
推
定
で
き
る
。
 

 
 
 
無
注
水
法
で
も
注
水
法
と
同
等
の
精
度
で
推
定
で
き
る
。
 

短
所
：
骨
材
の
密
度
を
正
し
く
求
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

 長
所
：
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
受
け
入
れ
試
験
と
し
て
行
わ
れ
る
空
気
量
測
定
試
験
と
 

ほ
ぼ
同
等
の
作
業
で
測
定
が
可
能
 

「
Ｗ
－
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
」（

は
か
り
が
１
ｇ
、
空
気
量
が

0.
1％

の
測
定
が
可
能
）

を
用
い
る
こ
と
で
、
高
精
度
な
単
位
水
量
測
定
が
可
能
 

短
所
：
骨
材
の
密
度
を
正
し
く
求
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

 長
所
：
ウ
エ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
わ
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
測
定
可
能
で
あ
る
。
 

事
前
に
骨
材
の
密
度
測
定
を
行
う
こ
と
で
、
高
精
度
で
の
推
定
が
可
能
。
 

短
所
：
作
業
に
熟
練
を
要
す
 

 
 
 
水
道
水
が
必
要
 

測
定

方
法
 

 ①
 
事
前
に
エ
ア
メ
ー
タ
の
容
積
、
質
量
を
測
定
し
て
お
く
。
 

②
 
エ
ア
メ
ー
タ
を
用
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
試
料
の
空
気
量
を
測
定
す
る
。
 

③
 
エ
ア
メ
ー
タ
ご
と
試
料
の
質
量
を
秤
に
載
せ
て
測
定
す
る
。
 

 ①
 装

置
自
体
の
容
量
と
質
量
の
測
定
を
行
い
、
JI
S 
A 
11
28

に
準
じ
て
空
気
 

量
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
 

②
 骨

材
修
正
係
数
と
セ
メ
ン
ト
密
度
を
測
定
し
、
配
合
計
算
書
か
ら
材
料
密
 

度
、
各
種
材
料
の
配
合
を
入
力
 

③
 コ

ン
ク
リ
ー
ト
試
料
を
エ
ア
メ
ー
タ
に
入
れ
質
量
を
測
定
す
る
 

④
 エ

ア
メ
ー
タ
の
空
間
部
分
に
水
を
注
入
し
質
量
を
測
定
す
る
 

⑤
 J
IS
 A
 1
12
8
に
準
じ
て
空
気
量
を
測
定
す
る
 

⑥
 測

定
値
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
単
位
水
量
を
算
出
す
る
 

 ①
 事

前
に
骨
材
の
密
度
測
定
を
行
う
 

②
 コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
空
中
質
量
を
測
定
 

③
 コ

ン
ク
リ
ー
ト
中
の
気
泡
を
脱
泡
し
つ
つ
水
中
質
量
を
測
定
 

④
 粗

骨
材
の
み
を
洗
い
出
し
、
粗
骨
材
料
を
測
定
 

⑤
 計

算
に
よ
り
単
位
水
量
を
推
定
す
る
 

測
定

時
間
 

 ５
分
 

 ５
分
 

 １
５
分
 

試
料

の
量
 

 ７
リ
ッ
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

 約
 ６

㍑
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

 約
 ２

ｋ
ｇ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

測
定
に
必
要
な
情
報
 

 計
画
配
合
 

 ①
 計

画
配
合
 

②
 セ

メ
ン
ト
の
湿
潤
密
度
 

③
 細

骨
材
、
粗
骨
材
の
表
乾
密
度
 

 

 基
準
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
調
合
 

各
材
料
の
密
度
 

そ
の

他
 

 ・
専
用
の
計
算
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
も
市
販
さ
れ
て
い
る
（
エ
ア
メ
ー
タ
と
セ
ッ
ト
で

２
３
万
円
）
 

 

 コ
ン
ク
リ
ー
ト
試
料
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
た
め
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

場
合
の
よ
う
な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
誤
差
が
生
じ
な
い
。
 

 測
定
手
順
と
し
て
粗
骨
材
を
洗
う
た
め
、
測
定
終
了
後
の
装
置
の
洗
浄
作
業
が
な
く
、
直

ち
に
次
の
測
定
に
か
か
れ
る
。
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参
考

資
料

 

 

各
種
測
定
方
法
の
概
要
（
２
/４

）
 
 
推
定
精
度
が
±
10
kg
/m
3
以
下
で
測
定
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
測
定
方
法
を
掲
載
（
20
03
.7

現
在
）
 

名
称
 

高
周
波
加
熱
乾
燥
（
電
子
レ
ン
ジ
）
法
 

Ｗ
／
Ｃ
ミ
ー
タ
（
Ｍ
Ｔ
－
２
０
０
）
 

乾
燥
炉
法
 

測
定

原
理
 

 高
周
波
加
熱
乾
燥
法
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
ふ
る
い
分
け
た
モ
ル
タ
ル
分
を
、
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
乾
燥
さ
せ
、

質
量
の
減
少
量
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
単
位
水
量
の
相
関
性
が
高
い
こ
と
を
利
用
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
単
位
水
量
を
測
定
測
定
す
る
。
 

 

 減
圧
式
加
熱
乾
燥
法
 

水
は
減
圧
乾
燥
す
る
と
約

50
℃
で
沸
点
に
達
す
る
た
め
、
試
料
は
低
温
化
で
乾
燥
さ
れ

る
。
 

 専
用
の
乾
燥
炉
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
加
熱
乾
燥
し
、
蒸
発
量
か
ら
単
位
水
量
を
推

定
す
る
。
 

特
徴
 

 長
所
：
使
用
す
る
機
械
が
電
子
レ
ン
ジ
、
は
か
り
、
パ
ソ
コ
ン
（
表
計
算
ソ
フ
ト
）
で
あ

り
入
手
が
容
易
で
あ
る
。
 

短
所
：
モ
ル
タ
ル
で
試
験
を
行
う
た
め
に
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
伴
う
誤
差
を
補

正
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
 
 
長
時
間
使
用
す
る
と
電
子
レ
ン
ジ
が
劣
化
す
る
。
 

 
 
 
電
源
が
必
要
 

 長
所
：
材
料
に
よ
る
影
響
が
少
な
い
、
操
作
も
計
量
・
乾
燥
・
計
算
を
す
べ
て
自
動
で
行

う
た
め
に
測
定
者
に
よ
る
試
験
誤
差
が
発
生
し
な
い
。
 

 
 
 
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
伴
う
誤
差
を
骨
材
の
種
類
ご
と
に
自
動
的
に
補
正

す
る
。
 

短
所
：
測
定
時
間
が
長
い
 

 
 
 
電
源
が
必
要
 

 長
所
：
原
理
が
単
純
で
、
信
頼
性
が
高
い
。
 

 
 
 
乾
燥
後
の
試
料
か
ら
粗
骨
材
を
洗
い
出
す
こ
と
で
粗
骨
材
量
を
測
定
・
補
正
す
る

こ
と
で
高
精
度
の
単
位
水
量
推
定
が
可
能
。
 

短
所
：
測
定
時
間
が
長
い
。
 

 
 
 
事
前
に
１
時
間
の
予
熱
が
必
要
 

 
 
 
電
源
が
必
要
 

測
定

方
法
 

 ①
 測

定
準
備
 

  
測
定
に
使
用
す
る
紙
皿
の
乾
燥
質
量
を
事
前
に
求
め
て
お
く
。
 

②
 試

料
採
取
 

  
ハ
ン
ド
ス
コ
ッ
プ
１
杯
分
（
１
kg
～
1.
5k
g
程
度
）
の
試
料
を
、
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
や

サ
ジ
を
使
っ
て
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
。
 

③
 乾

燥
前
質
量
の
測
定
 

  
モ
ル
タ
ル
試
料
を
紙
皿
の
上
に

40
0ｇ

程
度
で

0.
1g

単
位
ま
で
計
り
取
る
。
 

④
 モ

ル
タ
ル
試
料
の
乾
燥
 

  
電
子
レ
ン
ジ
に
モ
ル
タ
ル
試
料
を
設
置
し
、
4～

5
分
間
程
度
加
熱
乾
燥
さ
せ
る
。
 

⑤
 乾

燥
後
の
質
量
測
定
 

  
乾
燥
後
の
モ
ル
タ
ル
試
料
の
質
量
を

0.
1ｇ

単
位
ま
で
計
る
。
 

⑥
 単

位
水
量
の
計
算
 

  
必
要
な
デ
ー
タ
を
表
計
算
ソ
フ
ト
に
入
力
し
単
位
水
量
を
計
算
す
る
。
 

 ①
 試

料
採
取
 

  
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
モ
ル
タ
ル
分
離

機
で
行
い
、
モ
ル
タ
ル
を
採
取
す
る
。
 

②
 乾

燥
前
質
量
の
測
定
 

  
モ
ル
タ
ル
を
約

40
0ｇ

試
料
受
け
皿
に
入
れ
て
測
定
器
に
セ
ッ
ト
し
、
乾
燥
前
の
質
量

を
測
定
す
る
。
 

③
 減

圧
乾
燥
 

  
調
配
合
を
選
択
後
、
測
定
開
始
。
 

④
 配

合
値
の
入
力
 

  
配
合
値
を
測
定
器
に
入
力
す
る
。
 

⑤
 結

果
表
示
 

  
乾
燥
終
了
後
、
乾
燥
後
の
質
量
を
測
定
し
、
自
動
的
に
演
算
さ
れ
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

す
る
。
 

 ①
 
予
熱
 

事
前
に
乾
燥
炉
内
の
温
度
を
上
昇
さ
せ
て
お
く
 

②
 
試
料
採
取
 

試
料
を

1～
２
ｋ
ｇ
採
取
し
、
質
量
を
測
定
す
る
。
 

③
 
乾
燥
 

試
料
を
乾
燥
炉
に
入
れ
、
乾
燥
さ
せ
る
。
 

④
 
質
量
測
定
 

乾
燥
後
の
試
料
質
量
を
測
定
す
る
 

⑤
 
洗
い
出
し
 

乾
燥
後
の
試
料
を

5m
m
フ
ル
イ
上
で
水
洗
い
し
、
粗
骨
材
量
を
測
定
す
る
。
 

 

測
定

時
間
 

 １
５
分
程
度
 

 ２
０
分
～
２
５
分
 

 ２
０
～
２
５
分
 

試
料

の
量
 

 40
0ｇ

程
度
の
モ
ル
タ
ル
 

 40
0ｇ

±
30
ｇ
の
モ
ル
タ
ル
 

 １
～
２
ｋ
ｇ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

測
定
に
必
要
な
情
報
 

 細
骨
材
中
の
水
分
量
、
セ
メ
ン
ト
初
期
水
和
量
、
 

 調
配
合
（
示
方
配
合
・
現
場
配
合
）
 

 配
合
表
 

そ
の

他
 

 竹
中
工
務
店
の
方
法
、
全
生
連
の
方
法
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
 

特
に
必
要
な
資
格
等
は
な
し
 

 

 特
に
必
要
な
資
格
等
は
な
し
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参
考

資
料

 

 

各
種
測
定
方
法
の
概
要
（
３
/４

）
 
 
推
定
精
度
が
±
10
kg
/m
3
以
下
で
測
定
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
測
定
方
法
を
掲
載
（
20
03
.7

現
在
）
 

名
称
 

 
静
電
容
量
法
 

生
コ
ン
水
分
計
：
Ｈ
Ｉ
－
３
０
０
、
Ｈ
Ｉ
－
３
０
０
Ｊ
 

生
コ
ン
・
砂
水
分
計
：
Ｈ
Ｉ
－
３
３
０
、
Ｈ
Ｉ
－
３
３
０
Ｊ
 

連
続
式
Ｒ
Ｉ
（
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
）
法
 

水
濃
度
測
定
法
 

測
定

原
理
 

 高
周
波
容
量
式
 

  
物
質
の
誘
電
率
が
水
分
量
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
を
応
用
。
モ
ル
タ
ル
中
の
静
電
容
量
と
水
分

率
の
関
係
式
を
あ
ら
か
じ
め
求
め
て
お
き
、
機
械
で
モ
ル
タ
ル
中
の
静
電
容
量
を
測
定
す
る
こ
と
に

よ
り
単
位
水
量
を
推
定
す
る
。
 

 コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
水
素
原
子
（
主
に
水
と
し
て
存
在
）
と
照
射
す
る
中
性
子
と
の
衝
突
に
よ
っ
て

減
衰
す
る
中
性
子
の
割
合
か
ら
単
位
水
量
を
推
定
す
る
。
 

 本
測

定
方

法
は

、
一

定
容

積
の

フ
レ

ッ
シ

ュ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

特
殊

ア
ル

コ
ー

ル
を

定
量

加
え

、
コ

ン
ク

リ

ー
ト
中

の
水

量
を

ア
ル

コ
ー

ル
に

抽
出

さ
せ

、
そ

の
水

ア
ル

コ
ー

ル
混

合
液

の
水

濃
度

を
測

定
す

る
こ

と

に
よ

り
、
採

取
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
水

量
を

求
め

、
体

積
換

算
に

よ
り
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
１
ｍ

３
当

り
の

単
位

水
量

を
求

め
る

。
 

こ
の
水
濃
度
を
測
定
す
る
方
法
と
し
て
、
以
下
に
示
す
水
素
化
カ
ル
シ
ウ
ム
が
水
と
反
応
し
て
ガ
ス

を
発
生
さ
せ
る
特
性
を
利
用
し
て
い
る
。
発
生
し
た
ガ
ス
圧
を
高
精
度
の
精
密
圧
力
計
を
用
い
て
計

測
し
、
発
生
ガ
ス
圧
と
測
定
試
料
中
の
水
濃
度
と
の
相
関
に
よ
り
、
抽
出
液
の
水
濃
度
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。
 

反
応

式
：Ｃ

ａＨ
２
＋

２
Ｈ

２
Ｏ

 →
 Ｃ

ａ(
Ｏ

Ｈ
) ２
＋

２
Ｈ

２
↑

 
 

特
徴
 

 長
所
：
２
電
源
対
応
（
Ａ
Ｃ
電
源
、
乾
電
池
）
 

１
２
６
点
の
測
定
デ
ー
タ
の
記
憶
、
プ
リ
ン
タ
ー
出
力
が
可
能
 

測
定
に
際
し
て
特
別
な
技
術
は
不
要
 

短
所
：
高
精
度
を
保
証
す
る
に
は
事
前
に
検
量
線
の
チ
ェ
ッ
ク
・
見
直
し
が
必
要
 

 

 長
所
：
配
管
を
流
れ
る
生
コ
ン
全
量
の
単
位
水
量
を
連
続
的
に
測
定
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
結
果
が

判
明
す
る
。
試
験
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
適
切
に
行
え
る
。
 

短
所
：
事
前
に
校
正
試
験
が
必
要
 

装
置
が
高
額
 

 長
所
：
・

コ
ン

ク
リ
ー

ト
自

体
を

試
料

と
す

る
た

め
、

試
料

調
整

が
不

要
。

 
・事

前
情

報
（コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

調
配

合
や

骨
材

比
重

・吸
水

率
等

）を
必

要
と

し
な

い
。

 
・測

定
値

か
ら

換
算

表
に

よ
り
、
単

位
水

量
を

求
め

る
（パ

ソ
コ

ン
を

必
要

と
し

な
い

）。
 

・外
部

電
源

を
必

要
と

し
な

い
。

 
・現

場
で

簡
易

測
定

で
き

る
（測

定
器

が
、

コ
ン

パ
ク

ト
で

持
ち

運
び

で
き

る
）。

 
短

所
：・

サ
ン

プ
リ
ン

グ
時

の
試

料
の

バ
ラ

ツ
キ

の
影

響
。
 

 

測
定

方
法
 

 ①
 配

合
デ
ー
タ
の
入
力
 

②
 生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
採
取
 

③
 ウ

エ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
モ
ル
タ
ル
を
抽
出
 

④
 試

料
容
器
に
モ
ル
タ
ル
を
充
填
 

⑤
 試

料
容
器
の
質
量
を
測
定
し
器
械
に
入
力
す
る
 

⑥
 生

コ
ン
の
空
気
量
を
器
械
に
入
力
す
る
 

⑦
 試

料
容
器
を
器
械
に
セ
ッ
ト
し
測
定
を
行
う
（
約
７
秒
）
 

⑧
 ⑤

～
⑦
の
手
順
を
試
料
容
器
３
個
分
繰
り
返
し
、
平
均
値
を
計
算
す
る
 

※
 試

料
容
器
３
個
の
ば
ら
つ
き
は
約
±
1.
0k
g/
m3
 

 校
正
試
験
（
基
準
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
対
し
て
実
施
）
と
現
場
測
定
（
測
定
対
象
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

対
し
て
実
施
）
の
２
段
階
測
定
。
 

①
 校

正
試
験
 

何
を
基
準
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
す
る
か
に
よ
っ
て
以
下
の
２
つ
の
方
法
が
あ
る
。
 

1)
 試

験
室
で
試
し
練
り
時
に
実
施
。
 

2)
 特

定
の
生
コ
ン
車
を
基
準
と
し
、
荷
卸
し
時
に
実
施
。
 

②
 現

場
測
定
 

  
配
管
（
例
え
ば
、
ポ
ン
プ
車
の
ブ
ー
ム
配
管
）
に
中
性
子
線
水
分
計
お
よ
び
γ
線
密
度
計
を
取
り

つ
け
、
同
配
管
内
を
流
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
単
位
水
量
お
よ
び
単
位
容
積
質
量
を
測

定
す
る
。
 

 ①
 専

用
試
料
採
取
容
器
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
採
取
す
る
。

 
②

 専
用
抽
出
容
器
に
、
特
殊
ア
ル
コ
ー
ル
を
５
０
０
ｍ
ｌ
入
れ
て
試
料
採
取
容
器
を
セ
ッ
ト
し
、
２

分
間
振
と
う
さ
せ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
試
料
中
の
水
を
特
殊
ア
ル
コ
ー
ル
の
中
に
抽
出
す
る
。

 
③

 試
料
採
取
容
器
を
外
し
、
抽
出
容
器
に
ろ
紙
を
セ
ッ
ト
し
、
抽
出
液
を
ろ
過
さ
せ
る
。

 
④

 ろ
過
し
た
抽
出
液
を
専
用
シ
リ
ン
ジ
で
採
取
し
、
反
応
管
に
入
れ
、
反
応
管
に
ゴ
ム
栓
を
す
る
。

 
⑤

 反
応
管
を
折
り
曲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
反
応
管
中
の
試
薬
ア
ン
プ
ル
を
割
り
、
反
応
管
を
１
分
間

振
と
う
さ
せ
、
試
薬
と
反
応
さ
せ
る
。
 

⑥
 反

応
後
３
分
間
静
置
し
、
精
密
圧
力
計
で
発
生
ガ
ス
圧
力
を
測
定
す
る
。
そ
の
測
定
値
か
ら
換
算

表
に
よ
り
単
位
水
量
を
求
め
る
。

 

 

測
定

時
間
 

 １
０
分
 

 

 ５
分
 

 １
５
～
２
０
分
 

 
試

料
の

量
 

 

 モ
ル
タ
ル
量
  
約
２
ｋ
ｇ
 

 制
限
無
し
 

 ０
．
５
リ
ッ
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

測
定
に
必
要
な
情
報
 

 ①
 単

位
量
（
水
、
セ
メ
ン
ト
、
細
骨
材
、
粗
骨
材
）
 

②
 表

乾
密
度
（
セ
メ
ン
ト
、
細
骨
材
、
粗
骨
材
）
 

③
 吸

水
率
（
細
骨
材
、
粗
骨
材
）
 

④
 試

料
質
量
、
⑤
 空

気
量
 

 

 基
準
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
単
位
水
量
と
単
位
容
積
質
量
 

 な
し
 

そ
の

他
 

 ・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
土
木
工
事
標
準
仕
様
書
」
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
な
ど
で
現
場
測

定
を
実
施
。
 

・
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
継
続
中
 

 

 ・
管
厚
の
補
正
が
必
要
 

・
通
信
手
段
を
用
い
て
測
定
値
を
随
時
送
信
し
、
結
果
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
。（

遠
隔
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
）
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参
考

資
料

 

 

各
種
測
定
方
法
の
概
要
（
４
/４

）
 
 
推
定
精
度
が
±
10
kg
/m
3
以
下
で
測
定
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
測
定
方
法
を
掲
載
（
20
03
.7

現
在
）
 

名
称
 

塩
分
濃
度
差
法
(電

量
滴
定
塩
分
濃
度
計
方
式
) 

 
 

測
定

原
理
 

 フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
濃
度
の
判
っ
て
い
る
食
塩
水
を
添
加
・
混
合
し
た
際
に
食

塩
水
添
加
前
と
食
塩
水
を
混
合
後
の
濾
液
の
塩
分
濃
度
を
測
定
し
、
食
塩
水
が
コ
ン
ク
リ

ー
ト
中
の
水
に
よ
り
薄
め
ら
れ
る
原
理
を
用
い
て
単
位
水
量
を
推
定
す
る
。
 

 

 
 

特
徴
 

 長
所
：
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ま
ま
で
測
定
で
き
、
測
定
原
理
が
わ
か
り
や
す
い
。
 

 
 
 
・
小
型
・
高
精
度
の
電
量
滴
定
式
塩
分
濃
度
計
（
蓄
電
池
等

3
電
源
式
）
を
用
い

る
た
め
電
源
の
な
い
現
場
で
も
測
定
で
き
、
測
定
デ
ー
タ
を
印
字
で
き
る
。
 

 
 
 
・
配
合
情
報
が
な
い
場
合
で
も
概
略
値
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 
 
 
・
空
気
量
、
単
位
セ
メ
ン
ト
量
、
骨
材
量
、
骨
材
吸
水
率
が
わ
か
れ
ば
推
定
精
度

が
向
上
す
る
。
 

短
所
：
・
試
料
量
が

1.
5
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
た
め
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
注
意
が
必
要
 

・
少
量
の
濾
液
に
よ
り
塩
分
測
定
す
る
た
め
注
意
深
く
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

測
定

方
法
 

 ①
 事

前
に
添
加
す
る
食
塩
水
の
塩
分
濃
度
を
測
定
し
て
お
く
。
 

②
 食

塩
水
濃
度
、
配
合
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
本
体
(専

用
機
)に

入
力
し
て
お
く
。
 

③
 容

器
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
採
取
し
、
突
き
棒
、
ゴ
ム
ハ
ン
マ
を
用
い
て
詰
め
る
。
 

④
 容

器
表
面
を
ス
ト
レ
ー
ト
エ
ッ
ジ
で
水
平
に
な
ら
す
。
 

⑤
 接

続
筒
を
取
り
付
け
、
食
塩
水
を
計
量
・
添
加
し
、
混
合
容
器
を
閉
じ
る
。
 

⑥
 食

塩
水
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
混
ざ
り
流
動
状
態
に
な
る
よ
う
振
っ
て
攪
拌
・
混
合
す

る
。
混
合
容
器
の
上
下
逆
転
を
繰
り
返
す
か
、
混
合
機
に
よ
り
水
平
回
転
さ
せ
て

2
分
間

程
度
攪
拌
・
混
合
す
る
。
 

⑦
 食

塩
水
混
合
前
・
後
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
濾
液
採
取
器
に
よ
り
濾
液
を
採
取
し
、
塩

分
濃
度
を
測
定
す
る
。
 

⑧
 測

定
終
了
後
測
定
値
を
入
力
し
単
位
水
量
を
算
出
す
る
。（

専
用
機
：
単
位
水
量
を
表

示
し
、
測
定
デ
ー
タ
と
と
も
に
印
字
す
る
。）

 

 
 

測
定

時
間
 

 約
15

分
 

 
 

試
料

の
量
 

 １
.５

リ
ッ
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

 
 

測
定
に
必
要
な
情
報
 

 計
画
配
合
（
セ
メ
ン
ト
の
種
類
・
量
、
細
･粗

骨
材
量
）、

細
･粗

骨
材
吸
水
率
、
空
気
量
 

 
 

 
そ

の
他
 

 

 専
用
混
合
容
器
（
ｱｸ
ﾘﾙ
製
）：

2
万
円
（
量
産
品
を
計
画
中
）、

濾
液
採
取
器
：
１
万
円
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